
土木建築委員会会議記録

土木建築副委員長 阿部 長夫

１ 日 時

令和２年１２月７日（月） 午前 ９時５８分から

午前１１時１５分まで

２ 場 所

第１委員会室

３ 出席した委員の氏名

阿部長夫、森誠一、高橋肇、原田孝司、尾島保彦、戸高賢史

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

太田正美、三浦正臣

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

土木建築部長 湯地三子弘 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第１１２号議案のうち本委員会関係部分及び第１２６号議案については、可決すべきも

のといずれも全会一致をもって決定した。

（２）第１２８号議案については、可決すべきものと文教警察委員会に回答することに全会一

致をもって決定した。

（３）令和２年７月豪雨災害復旧・復興推進計画の進捗状況について及び放置艇対策について

など、執行部から報告を受けた。

（４）閉会中の継続調査について、所定の手続を取ることとした。

（５）大分地方気象台防災管理官立川真彦氏を参考人として招致し、意見聴取を行うことに決

定した。

（６）県内所管事務調査を１２月１７日、１８日に実施することに決定した。

９ その他必要な事項

（１）委員長互選を１２月１１日に実施することに決定した。

１０ 担当書記

議事課議事調整班 主任 阿南絵理

政策調査課調査広報班 主査 後藤仁美



土木建築委員会次第

日時：令和２年１２月７日（月）１０：００～

場所：第１委員会室

１ 開 会

２ 土木建築部関係 １０：０５～１１：１５

（１）付託案件の審査

第１１２号議案 令和２年度大分県一般会計補正予算（第７号）

（本委員会関係部分）

第１２６号議案 公の施設の指定管理者の指定について

（２）合い議案件の審査

第１２８号議案 警察署の名称、位置及び管轄区域条例等の一部改正について

（３）諸般の報告

①令和２年７月豪雨災害復旧・復興推進計画の進捗状況について

②放置艇対策について

③「おおいたの道構想２０１５」の中間見直しについて

④大分県高齢者居住安定確保計画の変更について

（４）その他

３ 協議事項 １１：１５～１１：２５

（１）閉会中の継続調査について

（２）参考人招致について

（３）県内所管事務調査について

（４）その他

４ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

ただいまから、土木建築委員会阿部副委員長

を開きます。

審査にさき立ち、内部協議を行います。

去る１０月１９日、濱田委員長が御逝去され

ました。謹んで哀悼の意を表します。

本日は、大分県議会委員会条例第９条第１項

の規定により、副委員長である私が、議事進行

を行います。

今後の土木建築委員会の体制についてですが、

１２月１１日の本会議で当委員会の委員が補充

されるので、本会議閉会後に委員会を開き、委

員長の互選を行いたいと思います。

これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

それでは、そのようにしたいと阿部副委員長

思います。

それでは、執行部と委員外議員が入室します

ので少しお待ちください。

〔土木建築部、委員外議員入室〕

これより審査に入ります。阿部副委員長

本日は委員外議員として太田議員、三浦議員、

に出席いただいています。

委員外議員の方が発言を希望する場合は、委

員の質疑の終了後に挙手し、私から指名を受け

た後、長時間にわたらないよう、要点を簡潔に

に御発言願います。

まず、執行部から発言をしたい旨の申出があ

ったので、これを許します。

おはようございます。阿部湯地土木建築部長

副委員長をはじめ、土木建築委員会の皆さまに

は常日頃から何かと御指導、御支援をいただき、

大変ありがとうございます。

初めに、故濱田洋土木建築委員長の御逝去に

接し、生前の御厚情に深く感謝申し上げるとと

もに、心からお悔やみ申し上げます。

濱田委員長は平成１９年の初当選以来、今年

を含め、２度、土木建築委員長を務めていただ

きました。

また、大分県監査委員をはじめ、決算特別委

員会副委員長や予算特別委員会委員長、さらに

は第９８代県議会副議長などの要職も務められ、

常に大所高所から県政のお目付役として我々に

御指導、御鞭撻をいただきました。

今年の初常任委員会では、地方創生の基盤と

なる県内の均衡ある発展を願い、過疎化、高齢

化で苦労されている中山間地での事業推進など、

土木建築委員長としての力強い決意を熱弁され、

私も責任の重さを痛感し、改めて身の引き締ま

る思いがしました。

７月豪雨で地元玖珠町をはじめ、ＪＲ久大本

線沿線が甚大な被害を受けたことを誰よりも悲

しみ、体調不良で思うように対応できないこと

を悔やんでいらっしゃいました。

葬儀の際に御遺族からも災害復旧のことが心

残りだと嘆いていたとお聞きし、濱田委員長の

責任感の強さや郷土愛に敬服した次第です。

コロナ禍での葬儀の参列者の多さ、今県議会

冒頭の馬場議員からの追悼演説、一般質問にお

ける多くの追悼や感謝のお言葉など、与野党を

問わず慕われ、尊敬されていた濱田委員長のお

人柄や人徳は言葉で言い尽くせるものではあり

ません。

改めて、濱田委員長の御功績をしのび、謹ん

で御冥福をお祈り申し上げます。

それでは、私から前回の土木建築委員会以降

の情勢を報告します。

まず、県土の強靱化に向けた国の動向です。

防災・減災、国土強靱化に向けた３か年緊急

対策が今年度最終年度を迎えることから、新た

な５か年対策による国土強靱化の加速と地方創

生回廊の構築を全国知事会国土交通常任委員長

でもある広瀬知事を先頭に、国や政府に向けて

たびたび要請活動を行い、先月２０日には菅総

理にも広瀬知事から直接訴えました。
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菅総理は先週の閣僚懇談会で、総額１５兆円

に及ぶ防災・減災、国土強靱化のための５か年

加速化対策を年内に取りまとめるよう関係閣僚

に指示したと報道されました。

対策には我々が要望していた老朽化対策も含

まれており、防災分野のデジタル化推進も柱に

据えられると聞いています。初年度分は今年度

の３次補正予算にも計上され、１５か月予算と

して前倒し執行される見込みです。

意見書採択や要望活動などで御支援いただい

た県議会の先生方に改めて感謝するとともに、

引き続き御支援お願いします。

次に、７月豪雨災害の関係です。早期の復旧、

復興に向け、８月に復旧・復興推進計画を取り

まとめ、通行止め箇所の早期解消や応急工事を

進めながら、年末までの災害査定完了に向け、

土木建築部をあげて取り組んでいるところです。

予定どおり再来週までに市町村を含めた公共土

木施設の査定が終了する見込みです。

なお、先週末までの進捗は８２．７％です。

詳細は後ほど担当課長から報告させます。

また、土木建築委員会として、被災箇所の視

察を予定されていると伺っています。現地でお

気付きの点は、遠慮なく御指導、御助言をいた

だければと思います。

最後に、本定例会において債務負担行為や繰

越明許費の設定をお願いする補正予算案をはじ

め、土木建築部が所管する公の施設の指定管理

者の指定、また県営住宅の設置管理に関する条

例の一部改正の３議案を提出しています。慎重

御審議の上、御賛同いただきますようお願いし

ます。

あわせて、７月豪雨災害復旧・復興推進計画

の進捗状況や放置艇対策など、報告４件を審査

していただく予定です。どうぞよろしくお願い

します。

それでは審査に入ります。阿部副委員長

本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案２件、文教警察委員会から合い議のあった

議案１件です。

この際、案件全部を一括議題とし、これより

審査に入ります。初めに、付託案件の審査を行

います。

第１１２号議案令和２年度大分県一般会計補

正予算（第７号）のうち、本委員会関係部分に

ついて、執行部の説明を求めます。

第１１２号議案令和２渡辺土木建築企画課長

年度大分県一般会計補正予算（第７号）につい

て御説明します。

お手元の土木建築委員会資料の１ページをお

開き願います。

１債務負担行為の補正（追加分）です。まず、

ゼロ県債については、債務負担行為の積極的な

活用により、施工時期の平準化を進めるととも

に、河床掘削や道路法面の崩壊・落石対策など

梅雨時期の前までに行わなければならない事業

に対し、一般会計で２３事業５０億円の設定す

るものです。

また、ゼロ県債以外の債務負担行為の設定と

して、平成２９年台風第１８号被害を受けて、

津久見川の河川改修工事として実施する、市道

岩屋線新港橋の改築工事に関して、標準工期を

確保するため、一般会計で２事業３億５千万円

をお願いするものです。

続いて、同じ資料の２ページを御覧ください。

２繰越明許費（限度額）です。適切な工期を

設定して発注すると、年度を越えることが明ら

かとなった事業について、表の太枠で記載して

いるとおり、一般会計、単独事業で１件２億７，

２００万円の繰越明許費を設定するものです。

これに第３回定例会で承認をいただいた既決分

を加えると、一般会計と特別会計の合計で２１

９億５，５００万円となります。これらについ

ては、前払金や部分払などによって可能な限り

年度内支出に努めます。

なお、今後事業を進めていく上で、現場の状

況変化など不測の事態が生じた場合は、契約済

のものも含め、令和３年第１回定例会で、改め

て繰越明許費（限度額）の追加又は変更をお願

いします。

以上で説明は終わりました。阿部副委員長

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。

さきほど渡辺課長から、この債務負原田委員
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担行為については事業の平準化を目的としてい

ると説明がありました。今までも平準化するた

めに債務負担行為をよくやっていましたが、予

算は新年度当初予算に計上されたと思います。

この時期の債務負担行為というのは、本年度中

に工事の発注とか契約をするためのものなのか

なと思いましたが、いかがでしょうか。

委員御指摘のとおり、渡辺土木建築企画課長

新年度予算ですと契約の準備行為まではできま

すが、４月１日でないと契約自体ができません。

それを少し早めて、今年度の２月、３月ぐらい

に契約までしておいて、４月１日からすぐに現

場にかかれるようにするものです。

今の２３事業、大体そういったよう原田委員

にしていくんですか。この中のいくつかはそう

いった形になるということでしょうか。

まだどれぐらいの数か渡辺土木建築企画課長

は細かくは決まっていないですが、できるだけ

前倒しして、４月１日から切れ目なく工事がで

きるようにしていきます。

さきほど繰越明許の部分で前払金と尾島委員

か部分払といった支払の話が出ました。例えば、

前払、あるいは出来高払は、当然工事が終わっ

た部分の支払を年度末でやるんでしょうけど、

この支払の率というか、出来高に対し、どのぐ

らいの率で支払っているのか。いわゆる部分払

ですから、工事が終わって全額払うのか、それ

ともその終わった部分の８割を払うのかとか、

多分基準があると思いますが、それは今どうな

っていますか。ちょっと分かりにくいですか。

出来高払について古庄公共工事入札管理室長

は、１割の留保があるので、できた部分の１割

は支払えません。（「９割だ。」と言う者あ

り）はい。（「前払は。」と言う者あり）前払

は一般的な工事で４０％です。あと、中間前払

という制度があり、工程が半分いって、出来形

が５０％あれば、前払と合わせてトータル６割、

２０％の中間前払ができるようになっています。

ほかに御質疑等はありませんか。阿部副委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、第阿部副委員長

１１２号議案について採決します。

本案のうち、本委員会関係部分については、

原案のとおり、可決すべきものと決することに

御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案のうち、阿部副委員長

本委員会関係部分については、原案のとおり可

決すべきものと決定しました。

次に、第１２６号議案公の施設の指定管理者

の指定について、執行部の説明を求めます。

第１２６号議案公の施渡辺土木建築企画課長

設の指定管理者の指定について御説明します。

資料の３ページをお開き願います。

土木建築部が所管する公の施設のうち、別府

港北浜ヨットハーバーとハーモニーパークが、

今年度末に指定管理者の更新時期を迎えます。

このたび、これら施設の指定管理候補者を選定

したので、地方自治法の規定に基づき、指定の

承認をお願いするものです。

まず、１別府港北浜ヨットハーバーについて

です。選定委員会の審査の結果、申請のあった

４団体のうち、最も得点の高かった株式会社サ

サキコーポレーションを指定します。同社は現

在の指定管理者ですが、九州を中心とした各地

のヨットハーバーの管理で培われた幅広いネッ

トワークとノウハウにより、目標を大幅に上回

る係船率を達成しています。今回も親子を対象

としたシーカヤックやクルーザーヨットの体験

乗船など九州ＵＭＩ（うみ）アカデミーの開催、

セーリング連盟等関係団体との共同によるヨッ

トレースなどを計画しており、マリンスポーツ

の振興や賑わいの創出につながるものと高く評

価されました。指定期間は、令和３年度から令

和７年度までの５年間で、提案価格は、総額５，

２０７万円です。

次に、２ハーモニーパークについてです。県

民意見募集、外部有識者の意見聴取を行い、慎

重に評価を行った結果、株式会社サンリオエン

ターテイメントを引き続き任意指定するもので

す。選定理由は、ハーモニーパークは県管理区

域と民間運営施設のハーモニーランド区域が一

体的に構成されており、公園の効率的な管理運

営や来場者の安全性確保のために一体的な管理
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を行うことが合理的であることから、ハーモニ

ーランドの運営主体である株式会社サンリオエ

ンターテイメントを任意指定することが適当と

認められたためです。指定期間は、令和３年度

から令和７年度までの５年間で、提案価格は、

総額３億４，３３７万５千円です。

以上で説明は終わりました。阿部副委員長

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、第１阿部副委員長

２６号議案について採決します。

本案は、原案のとおり、可決すべきものと決

することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は、原阿部副委員長

案のとおり可決すべきものと決定しました。

続いて、合い議案件の審査を行います。第１

２８号議案警察署の名称、位置及び管轄区域条

例等の一部改正についてのうち、本委員会関係

部分について、執行部の説明を求めます。

資料の４ペ－ジをお開き願大野公営住宅室長

います。第１２８号議案警察署の名称、位置及

び管轄区域条例等の一部改正のうち、大分県県

営住宅等の設置及び管理に関する条例の一部改

正について御説明します。

今回の改正は、大分市の大字古国府の区域に

ついて、資料下の図のとおり、来年１月から新

たな町の区域として画されることに伴い、条例

別表第１に記載の県営リバーサイド花園住宅の

位置の表記を大字古国府から花園２丁目に変更

するものです。

以上で説明は終わりました。阿部副委員長

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、第１阿部副委員長

２８号議案について採決します。

本案のうち本委員会関係部分については、原

案のとおり可決すべきものと文教警察委員会に

回答することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案のうち阿部副委員長

本委員会関係部分については、原案のとおり可

決すべきものと文教警察委員会に回答すること

に決定しました。

次に、執行部より、報告をしたい旨の申出が

あったので、これを許します。

まず、①の報告をお願いします。

令和２年７月豪雨災害復旧島津建設政策課長

・復興推進計画の進捗状況については、１０月

３１日現在の状況を１１月１０日に発表してい

ますが、土木建築部が所管する道路・河川等の

復旧状況について、その後の進捗も踏まえ、御

説明します。

委員会資料の５ページをお開き願います。１

１月２７日現在の状況を取りまとめたものです

が、事業箇所数は１１月１０日に発表したもの

から減少しています。これは、災害査定の効率

化のため、近隣箇所を１か所として統合したこ

とによるものです。

１道路の復旧については、事業箇所数７９か

所に対して６５か所、約８２％の査定が完了し

ています。このうち２０か所で、既に工事着手

しています。なお、発災当初、最大で１２５か

所発生していた県管理道路の全面通行止め箇所

については、精力的に復旧を進め、現在残り７

か所となっています。引き続き、１日も早い通

行止めの解除に向けて、全力で取り組みます。

中ほど、２河川の復旧については、事業箇所

数４５１か所に対し３４５か所、約７７％の査

定が完了しています。このうち４４か所で、既

に工事着手しています。

その下、（１）改良復旧事業の実施にあると

おり、日田市玖珠川の２か所、具体的には天瀬

町のＪＡおおいた天瀬支店付近とポケットパー

ク天ヶ瀬付近では、先月査定が完了し、再度災

害防止の観点から、改良復旧の事業採択に向け、

国と協議を進めています。なお、玖珠川の天ヶ

瀬温泉街では、豪雨直後から浸水被害状況や被

災水位の調査などを行いながら、降雨や出水状

況等の検証を進めています。これらを踏まえ、

１０月末には地元説明会を開催し、引き続き地

元説明を継続するとともに、並行して測量・設



- 5 -

計等を行いながら、整備計画の策定に向けて取

り組みます。

３砂防関係施設の復旧、土砂災害の防止につ

いてですが、事業箇所数１２０か所に対し９４

か所、約７８％の査定が完了しています。この

うち１２か所で、既に工事着手しています。

その下、（１）改良復旧事業の実施の由布市

花合野川については、下流部において、先週査

定が完了し、再度災害防止の観点から、改良復

旧の事業採択に向け、国と協議を進めています。

（２）災害関連緊急事業の実施についてです

が、上谷川や貫見川など計６か所について、砂

防、地すべり対策、急傾斜地崩壊対策の事業採

択をいただいており、現在、本復旧に向け測量

・設計等を実施しています。これらの事業につ

いても、用地をはじめ地元の御協力をいただき

ながら、年度内の工事着手を目標に、しっかり

と取り組みます。

なお、査定の事務にあたっては、被災の日田、

玖珠、大分、竹田の４土木事務所に対し、本庁

及び他の土木事務所から、月当たり８から１３

名、１２月まで延べ７９名の応援を派遣してい

るほか、他県から３名の応援をいただいていま

す。年内の査定完了並びに早期発注に向け、土

木建築部一丸となって着実に取り組みます。

復旧・復興推進計画については、今後も適宜、

進捗管理を行い、その都度、進捗状況を発表す

る予定です。今後も適切に計画管理を行い、被

災された方々が、一刻も早く安心して暮らせる

よう、迅速かつ着実に復旧・復興に取り組みま

す。

ただいまの報告について、質疑、阿部副委員長

御意見などはありませんか。

素人考えですが、玖珠川の天ヶ瀬温高橋委員

泉街の復旧に関して、川幅を広げれば景観が変

わると。それから、川底を深くすれば温泉、泉

源が問題になるということで、あそこをどうし

ていくかが非常に難しい。今、住民との協議と

いう話がありましたが、具体的にどの程度まで

話が進み、詰めているのか、どんな話ができて

いるのか、お聞かせ願いたい。

まず１０月２３日に全体の説五ノ谷河川課長

明会をしました。そのときには約６０名ほどお

見えになり、県側が改良の仕方――例えば、河

川を広げるとか、底を掘るとか、かさ上げする

とか、いろいろなやり方がありますが、泉源の

問題とか、温泉街としての話もあるので、そこ

をどうするかは、今後、皆さまの御意見を賜り

ながらやらせていただきたいと御説明しました。

その後、１１月に入って、天ヶ瀬の温泉街、

簗ヶ瀬地区とか赤岩地区とか全部で４地区あり

ますが、その４地区で、それぞれ個別に説明し

ました。知事からもつぶさに地元の方々の御意

見を賜るようにと指示されており、細かく御意

見をいただいています。

最終的には１１月２７日に温泉組合の方々か

らも御意見を賜り、１１月に全部で５回ほど説

明会をしました。

今月に入り、皆さまからいただいた御意見を

整理し、今後、河川改修の方向性を検討してい

きます。

さきほど言われたように、天ヶ瀬温泉につい

ては、温泉街と河川の改修、治水の仕方の両立

が非常に難しいと考えています。正に言われる

とおりだと思っています。そこをどのレベルで

折り合いをつけるかが非常に問題だと感じてい

ます。

ただ、大変申し訳ないですが、まだお示しで

きるものがないので、今は御意見を賜りながら

改修の方針を検討しているところです。

本当に難しいなと思いますね。では、高橋委員

あなただったらどうするかと言われたら、私も

困ります。ただ、また来年の夏前に同じことが

起きる可能性はないのかと思うと、時間は非常

に限られているなと。それまでにはある程度、

何かしておかなきゃいけないんじゃないかなと

いう思いはありますが、なかなかそこは難しい

なとも思います。

地元の方の意見を十分酌みながら、原形復旧

したらまた同じことが起きるから、何がしかの

手を加えていかなきゃいけないとは思いますが、

大変難しい。時間が迫る中での判断だとは思い

ますが、地元との協議も丁寧にお願いします。

さきほどとの関連ですが、場所によ戸高委員
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りますが、河床掘削もかさ上げも限界があるよ

うな状況の中で、例えば、河川の変速というか、

流れの方向を変えるという考え等は、あの地域

にはないのかなと地元からの声が出てきていま

す。又は分散できるような形はないのかという

声も出ているので、これは具体的にいつまでに

最終の決定をして御提示するのかを教えていた

だきたい。

あと道路の通行止めの箇所がまだどのぐらい

残っているか聞きたいと思います。

川の一部の流れを迂回させる五ノ谷河川課長

ということだと思います。

地元の御意見の中にもそういった話があった

ことは聞いています。これについては、やはり

検討しなければいけないと思っています。今は

まだ具体の検討はしていませんが、費用の面と

か、実際に迂回させるとしたとき、仮に天ヶ瀬

温泉は迂回できたとしても、その下流側でまた

合流する、同じようなボリュームの水が流れる

所もあるし、技術的な面もじっくり検討してい

かなければいけないとは思っています。

さきほど早急にという話もありましたが、一

般質問の３日目に知事が令和４年度の事業化と

言っています。何とかそこまでには改修の方針

を示せるよう、努力していきたいと思っていま

す。

通行止めの箇所は今現在、藤崎道路保全課長

県道で７か所あります。

その７か所の復旧見込みは今どこま戸高委員

でいっていますか。

この７か所は、道路が決壊藤崎道路保全課長

してなくなっているとか、地すべりの兆候も見

受けられる箇所もあり、今のところ、いつと提

示はできませんが、令和３年度中には何とかで

きるかなと考えています。

早いところでは令和３年３月のところもあり

ますが、地すべりの兆候が出ているところは少

し長引くかなと思っています。

通行止めの箇所は、全て迂回路等があります

し、沿線には人家もないので、特に影響はない

かなと考えています。

ほかに御質疑等はありませんか。阿部副委員長

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方、何かありませ阿部副委員長

んか。

改良復旧事業の花合野川のこ太田委員外議員

とについてです。上流域の治山ダム、砂防ダム、

河川、それと県道という四つが絡み合っている

地域なので、これを今、国と協議中ということ

ですが、後ほどで結構ですので、進捗状況も含

めて説明いただければありがたいと思います。

よろしくお願いします。

ほかにいいですか。阿部副委員長

〔「なし」と言う者あり〕

それでは、私から１点。阿部副委員長

先日、災害・危機管理対策連絡協議会があり

ましたが、そのときに議会運営委員長から土木

建築委員会で聞いておいてもらいたいと言われ

たので、お聞かせ願います。

玖珠川の天瀬地域のどの説明会のときか分か

りませんが、議会運営委員長が同席していたと

きに、説明会の中で執行部の皆さんが費用対効

果のことを言ったと言うんですね。災害復旧、

改良復旧等もやろうとしているときに、費用対

効果という考え方はどうなのかな。どういう考

え方で費用対効果と言うのかなと。このことを

聞いておいてもらいたいと議会運営委員長から

言われました。そういった質問は出ましたか。

費用対効果の話は、私も同席五ノ谷河川課長

していましたが、多分１０月２３日の天瀬地区

全体の説明会の中の、土木事務所長の話だと思

います。

趣旨は、費用対効果、費用に見合った効果を

という話でしたが、それはごくごく一般論とし

て話したところで、当然公共事業なので、投資

する分に見合った効果が必要ですという趣旨で

御説明したと私は受け取っています。

もしかすると、井上議会運営委員長が言われ

たような、災害に見舞われた方々のお気持ちを

逆なでして、嫌な気持ちにさせたものがあった

のかもしれませんが、決してそういうつもりで

言ったわけではなく、基本的に災害復旧事業と

いうのは当然被災されたところを復旧しなけれ

ばいけない。これを大前提としてやっています。
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そこについて費用対効果とか、そういう話はな

いです。ただ、今回、天ヶ瀬温泉街に限っては、

被災したところが余り多くなくて、その中で、

川自体が狭いところに温泉街や住宅が建ってい

るので、やはり相当の改修をしなければいけな

い。それにあたっては何らかの公共事業をやっ

ていかなければいけない。災害復旧プラス、改

良復旧的な要素の事業も入れていかなければい

けないので、そういった中で費用対効果という

言葉が出たと思います。何度も繰り返しになり

ますが、決して災害復旧は費用対効果にのっと

ってやるものではなく、もちろん施設が被災す

れば当然それは復旧しますし、足りない河川の

断面はさらに改良していくのは当然です。決し

て井上議会運営委員長が言われたような、そう

いう意味で言ったわけではないと思っています。

特に玖珠川、天瀬地区は旅館を阿部副委員長

廃業するか、再建するかという本当に大変な状

況でしょうから、地元の皆さんの同意、合意、

これは十分に取り付けて、しっかりと災害に強

い復旧をしていただきたい。井上議会運営委員

長にはそのように言っておきます。ありがとう

ございました。

ほかに御質疑等はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、次阿部副委員長

に、②の報告をお願いします。

放置艇対策について渡辺土木建築企画課長

御報告します。委員会資料の６ページをお開き

願います。

１の令和２年度の取組状況ですが、まず

（１）にあるように、昨年４月に施行した大分

県プレジャーボート等の係留保管の適正化に関

する条例に基づき、昨年の佐伯地区に続き、本

年４月には大分地区を適正化推進区域に指定し、

重点的かつ優先的に係留保管の適正化に取り組

んでいます。

（２）の意識啓発等のソフト対策については、

各地区の説明会等で船舶所有者等に対して制度

の周知や意識啓発を図り、係留区域への移動を

促しています。また、港湾法等に基づく効果的

な規制措置を実施するため、放置等禁止区域の

指定の拡充を図っており、昨年４月に指定した

佐伯港等に加え、新たに１４港湾を放置等禁止

区域に指定しています。所有者不明の船舶につ

いては、簡易代執行等を実施していますが、本

年１０月には大分市裏川の所有者不明船舶８隻

を廃棄物として撤去・処分しています。

（３）の係留施設の整備等のハード対策につ

いては、佐伯市の中川、中江川に続き、大分市

裏川に暫定係留施設を整備するため、施設の設

置及び管理について規定している大分県河川プ

レジャーボート等係留施設の設置及び管理に関

する条例をさきの第３回定例会で承認いただき、

改正しました。また、今月から係船環等設置工

事の実施を予定しており、令和３年４月１日か

ら運用を開始する予定です。

（４）の許可の開始については、先行して取

り組んだ佐伯地区では本年４月から係留許可の

手続を開始していますが、準備が整った豊後高

田、別府、中津地区においても係留許可の手続

を開始しています。平成３０年１０月末時点で、

県管理の港湾や河川、漁港の３水域には約４，

２００隻の放置艇が存在していましたが、ハー

ド・ソフト両面の対策により本年１０月末時点

で１，５１５隻の放置艇を解消しており、解消

率は３６％となっています。今月からは新たに

中津地区で許可が開始されており、国東、大分、

臼杵地区においても年度末に向けてさらに取り

組みを加速させていきます。

次に２の今後のスケジュールですが、今年度、

裏川や大分港などに係留施設の整備を行います。

また、今年度末までに、県管理の３水域で係留

区域と放置等禁止区域を指定し、県内全域で係

留許可の手続を開始します。所有者不明の船舶

については、今年度末までに６０隻を簡易代執

行等により撤去・処分する予定です。

今後も、地域ごとに関係者に対して丁寧な説

明を重ねながら、放置艇の解消を図っていきま

すので、よろしくお願いします。

ただいまの報告について、質疑、阿部副委員長

御意見などはありませんか。

プレジャーボートを買ったこともな原田委員

いし、これから買う予定もないから、よく分か
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らないですが、例えば、自転車を買うときには

自転車登録といって自転車番号と合わせた台帳

がありますが、そのようにプレジャーボートを

買うときに所有者を明確にできる仕組みは今な

いんでしょうか。

プレジャーボートを購入する五ノ谷河川課長

際には、当然、ちょっと協会の名前は忘れまし

たが、登録制度になっており、名前と必要な項

目と番号を登録するようになっています。

ただ、例えば、登録していない本当に小さな

ものとか、昔からそのままになっている朽ちた

船とか、いろんなのがあって、今回はそういっ

たものを全て整理していきます。

五ノ谷課長の説明はよく分かりまし原田委員

たが、つまり、今販売されている分は放置され

ても所有者は分かるが、それ以前のものがまだ

整理できていないということなんですね。

ほとんどはそういうことだと五ノ谷河川課長

思っています。

放置された所有者不明のものを撤去戸高委員

されたと思いますが、通常、例えば、所有者が

亡くなって管理する人がいなくなった場合、ど

ういう形でその所有者が不明と分かって、その

処置ができるのかお聞きします。

所有者不明船の確認ですが、ま中村港湾課長

ず所有者の調査をし、見つからない場合は通常

６か月保管し、相手がその間に出てくれば引き

渡し、その保管の期限を過ぎて、引き渡せない

場合は売却又は処分していく、これが放置艇の

処分の流れになります。

現状を調査するのは、それはそうだ戸高委員

と思いますが、その後、そういう不明船につい

て定期的に調査をやっていくのか。そういう仕

組みが出来上がっているのか、聞きたかったで

す。

今ちょうどその調査をやってい中村港湾課長

るところです。その調査に基づいて、所有者不

明船の数をどんどん確定している状況です。

定期的に調査をしないといけないと戸高委員

いうことになりますね。

そうですね。また最終的に県内中村港湾課長

全域で許可制となれば、それぞれの港や河川で

巡視などをして、船の状況をしっかり確認して

管理していくことを考えています。

分かりました。エリアごとできちっ戸高委員

と管理ができるような体制を取っておかないと、

この調査をずっと、何回もするのは大変だと思

うので、その辺の仕組みづくりをきちっとお願

いします。

放置艇の撤去の映像、ちょうどクレ尾島委員

ーンで吊り上げてトラックで搬出するところを

テレビで拝見しました。ここで簡易代執行とい

う言葉が出てきましたが、所有者不明ですから

行政代執行してもその費用を取れる見込みはほ

とんどない。この簡易代執行の定義はどういう

ものですか。

通常の代執行は義務者渡辺土木建築企画課長

がいて、要するに誰かやらなくてはいけない人

がいて、その方がどうしても行政の言うことを

聞かなくてサボっていると。こういう場合に代

わりにやる。その代わり、やってあげて後で代

金を請求するという形です。簡易代執行は相手

がどこにいるか分からない。これを代わりにや

るのが簡易代執行です。相手が分からないので、

簡易という分類になっています。

おっしゃったようにお金を取れないので、で

きるだけ相手をつかまえて、その人にやらせる

というのが基本です。

いや、質問はその先があって、今言尾島委員

われたとおり、調査をして６か月間保管をして、

代執行をどんどんやっていくということですが、

所有者本人は公告されて分かっていても、名の

り出なければ県が処分してくれるという構図に

なると思います。そこをやはり注意深くやって

いかないと。

参考までに、最初に８隻撤去していますが、

費用はどのくらいですか。いろいろ船のタイプ

があるでしょうし、現場の映像を見ると、半分

沈没して土砂に埋まったような船もあったから、

ああいう船は吊り上げるだけではなく、少し掘

削とかしてやらないと取れんものもあるでしょ

うから、その辺の費用と、さきほど言った甘え

の構造をどう排除していくか、その辺をお願い

します。
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昨年度も８隻撤去していますが、中村港湾課長

委員がおっしゃったように、船の規模とか状態

によりその費用はまちまちで、安いものでは大

体５万円から１０万円程度、高いものは５０万

円から６０万円かかっているものもあります。

甘えの構造については、渡辺土木建築企画課長

確かにそういう面があり、放置するのではない

かという心配があります。県としては、やはり

啓発に力を入れ、自分の船は自分できちっと管

理していただくことを訴え続けます。

２点目は、住民の方でも、近所の方でも、あ

の船はあの人が乗りよったぞという情報があれ

ば積極的に寄せていただきたい。誰も分からな

いからいけないのであって、誰か知っていれば、

情報提供していただければこちらから接触する

ので、ぜひとも情報提供等もよろしくお願いし

ます。

ほかに御質疑等はありませんか。阿部副委員長

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方、何かありませ阿部副委員長

んか。

車は車検があるので、そのた太田委員外議員

びに切替えがあるが、プレジャーボートは、登

録した後に有効期限を更新して、そのたびに所

有者が確定されるのか。

それと、所有にあたって税金として県税なり、

係留保管の手数料があって、その台帳に基づい

てみたいなものがあって、毎年利用料金等を徴

収するなど、所有者を明確にできるシステムが

出来上がっているかどうかお尋ねします。

定期的な登録については、承五ノ谷河川課長

知していません。

今後係留施設に係留する船舶については、毎

年、係留する料金を支払うとき、必ず所有者を

確認するので、暫定係留施設に係留する船舶に

ついては毎年度確認できます。

車だと車庫証明を必ず付けま太田委員外議員

すよね。今の説明では、一度登録すれば、その

船が利用できなくなっても登録されたままとい

う状況のようです。その辺を解消するように知

恵を出して、最初の段階から本人も管理できて、

また県側もしっかりその管理ができる体制を早

急に構築していただきたいと思います。

そして、税金を使わないで、円滑に利用がで

きて、最終的に船としての機能がなくなったと

きの本人の責任、義務も含めて買ってもらうよ

うな体制を最初から作っていかないと、こうい

う問題がだらだらと起きていくと思うので、よ

ろしくお願いします。

ありがとうございます。藤田土木建築部審議監

定期的に船体の点検はしていると聞いています。

私どもの放置艇という定義は、３水域――漁

港、港湾、河川、そこに無届けで泊めているも

の、利用者が不明のこともありますが、それを

放置艇と定義しています。

さきほど言った佐伯の港湾では、今年４月か

らどの係船環に誰が泊めるという使用許可手続

を取っています。それにより、誰がこの係船環

を使用し、料金がいくらということが明確にな

り、許可の期間が１年ですので、これを毎年取

っていきます。

さきほど戸高委員から質問があったように、

どこに誰が泊めているということは、許可制と

すれば明確になってくると思いますので、それ

以外のところに、例えば、登録していない船を

泊めていれば、港湾巡視の職員が見て、追って

いけるかなと思っています。

それから、今、登録している方が亡くなられ

た場合は、当然財産ですので、相続人にどうす

るかをお尋ねし、相続人に撤去していただくか、

相続人がそのまま使用するのであれば名義を変

えていく形になるかなと思っています。

たまに県外の方がボートを自太田委員外議員

動車で牽引して佐伯なり蒲江なりに行って利用

していることもあると思いますが、その辺の把

握はされているんでしょうか。

利用するときに、その人たちがそこの港湾で

手数料を払って利用しているかどうかという実

態把握はされていますか。

その実態把握をこの数藤田土木建築部審議監

年、時間をかけてしっかりやってきているので、

基本的には取り漏れはないと思っています。た

だ、おっしゃるように、新たにほかの港、例え

ば、福岡の港から中津の港に来るという場合も
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当然考えられるし、新たな船舶に換える場合も

あるので、しっかり港湾巡視を重ねながら、無

許可で泊めることのないよう、しっかり指導し

ていきたいと思います。

特に船舶の販売メーカー、例えば、ヤンマー

などにも県の考え方をしっかり伝えているので、

購入された方は県に、また漁港に泊める場合は

市町村にしっかり申請するように、指導は続け

ています。

素人で申し訳ない。車みたい太田委員外議員

に登録番号が船舶に付いているわけですかね。

基本的には船体に船舶藤田土木建築部審議監

番号は付いています。ただ、放置される場合、

その船舶番号をそいでいる場合が多いと思って

います。

また、車でいう車庫証明のようなものが基本

的にないので、車庫証明に代わる手続が船だま

りでの小型船舶の使用許可と考えています。

ほかに御質疑等はありませんか。阿部副委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、次阿部副委員長

に、③④の報告をお願いします。

おおいたの道構想２０１５種蔵道路建設課長

の中間見直しについて御説明します。委員会資

料の７ページをお開き願います。

本計画の見直しに関しては、今回、概要の報

告した後、パブリックコメントを踏まえた修正

を行い、再度、次回定例会にて報告し、今年度

末に公表予定としています。

お手元の資料左上に記載しているとおり、お

おいたの道構想２０１５は大分県長期総合計画

安心・活力・発展プラン２０１５及び土木建築

部長期計画おおいた土木未来（ときめき）プラ

ン２０１５を補完する計画となっており、道路

事業を執行する上で指針としている計画です。

本計画は平成２８年度から令和６年度までの

９年間を対象としており、昨年度、上位計画の

改訂が行われたことを受け、見直しを行うもの

です。

見直しのポイントですが、近年の大規模災害

を踏まえた国土強靱化に資する橋梁の耐震化、

法面対策の推進などの取組の拡充、道路構造令

の改正で設けられた自転車通行空間や安心院町

で取り組んでいるラウンドアバウトなど新たな

取組を追加しています。あわせて、道路整備の

状況や防災ＧＩＳを用いた規制情報などホーム

ページでの積極的な情報発信について追記して

います。

目標指標については、現在の計画では１５指

標を設定しており、中間年次となる令和元年度

末時点で、目標達成となっているのが県管理道

における法指定通学路の歩道整備率等、８指標

です。概ね達成となっているのが主要渋滞箇所

で対策を講じる箇所数等、４指標です。達成不

十分となっているのは２次改築の整備延長等、

３指標ですが、これは用地買収の難航により供

用年次の遅れが発生したためであり、今後も鋭

意交渉を進め、本計画の目標年次である令和６

年度に達成できるよう努めています。なお、計

画の見直しにより、これら１５指標に加えて、

九州の東の玄関口に関する指標など新たに４指

標を追加した１９指標を設定しています。

大分県高齢者居住安定確保樋口建築住宅課長

計画の変更について御報告します。資料の８ペ

ージをお開き願います。

資料左上、１計画の位置付けに示していると

おり、本計画は、図の中央に記載している大分

県住生活基本計画の個別計画であり、高齢者の

居住の安定確保に関する法律第４条により定め

られたもので、平成２５年に策定し、３０年に

一部見直しを行っています。

次に、資料右上、２変更の背景として、現行

計画が令和２年度で期間が満了することや住宅

セーフティネット法の改正及び福祉保健部のお

おいた高齢者いきいきプランの見直しとの調和

を図るため変更を行うものです。

資料右中段、３現状と主な課題のまず現状と

して、６５歳以上の高齢者人口は、令和７年度

まで上昇の見込み、また６５歳以上の高齢化率

は、令和７年度以降も上昇の見込み、高齢者単

独世帯及び高齢夫婦世帯の全世帯に占める構成

割合についても増加の見込みとなっています。

次に、主な課題として、高齢化の進展に応じ

た高齢者向け住宅等の供給確保や確保しやすい
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仕組み及び高齢期に備えたバリアフリー化等の

リフォームが行われる仕組みづくりが必要とな

っています。

資料左下、４計画の概要を御覧ください。現

行計画において三つの目標を掲げています。こ

の目標については、現状と課題を踏まえ、また

おおいた高齢者いきいきプランとの調和を図る

ため継続して取り組んでいきます。

これらの目標を達成するため、下の表に示し

ているとおり、五つの基本指標を掲げています。

表中の目標１と目標２において、新たに基本指

標を設定します。

資料下段の右側を御覧ください。主な変更内

容は、新たな基本指標としてセーフティネット

住宅の戸数、公営住宅のバリアフリー化率を設

定し、取組の成果を明確化していきます。

次に高齢者の方々が安心して地域に住み続け

られるように、サービス付き高齢者向け住宅の

食堂を地域の方々も使用できるよう登録基準を

緩和し、地域交流を促進します。

計画期間は、おおいた高齢者いきいきプラン

と合わせるため令和３年度から５年度とし以降

３年ごとに見直しを行います。なお、本計画に

親しみを持っていただくため、おおいた高齢者

安心すまいプランを愛称として使っていきます。

今後のスケジュールは、今年の１２月までに

大分県高齢者福祉施策推進協議会や関係団体か

ら意見をいただきながら素案を作成し、１月か

ら２月にかけてパブリックコメントを行い、３

月中に公表予定です。

ただいまの報告について、質疑、阿部副委員長

御意見などはありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方、何かありませ阿部副委員長

んか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に、御質疑等もないので、こ阿部副委員長

れで諸般の報告を終わります。

委員の皆さま、この際、何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これを阿部副委員長

もって、土木建築部関係の審査を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

〔土木建築部、委員外議員退室〕

それでは内部協議を始めます。阿部副委員長

まず、閉会中の所管事務調査の件について、

お諮りします。

お手元に配付のとおり、各事項について、閉

会中の継続調査をしたいと思いますが、御異議

ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がありませんので、所定阿部副委員長

の手続を取ることにします。

次に、前回の委員会で副委員長に一任いただ

いていた参考人招致についてです。

１２月１１日の午後１時３０分より、大分地

方気象台の立川真彦氏をお呼びして、大分県の

気象特性と防災気象情報について、御意見を聴

取することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

それでは、そのようにします。阿部副委員長

なお、福祉保健生活環境委員会との合同開催と

なります。

次に、県内所管事務調査についてです。濱田

委員長の御逝去により延期していた調査は、１

２月１７日、１８日に改めたいと思います。こ

れに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

それでは、そのようにします。阿部副委員長

行程については、延期前から変更ありません。

出欠の変更等があれば、事務局にお伝えくださ

い。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これで阿部副委員長

委員会を終わります。

お疲れさまでした。


